
そ
生
命
の
光
明
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
病
め
る
心
身
を
救
う
大
良
薬

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
日
蓮
聖
人
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
お

題
目
の
受
持
一
行
の
成
仏
な
の
で
す
。
こ
こ
に
真
の
救
い
が
あ
る
。

「
唯
我
一
人
能
為
救
護
-
た
だ
我
一
人
の
み
、
能
く
救
護
を
な
す

…
」

と
は
、
こ
れ
で
す
。

信
心
は
理
論
・
理
屈
で
は
な
い
。
他
人
に
す
す
め
ら
れ
る
か
ら

す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
、
ど
う
し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
や
む
に
や
ま
れ
な
い
真
実
の
道
な
の
で
す
。
だ
か
ら
私

た
ち
は
、
お
題
目
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

高
齢
化
社
会
と
日
蓮
宗
教
化

大

島

啓

禎

(
東
京
・
真
浄
寺
修
徒
)

は
じ
め
に

わ
が
国
に
お
け
る
人
口
の
高
齢
化
に
警
鐘
が
発
せ
ら
れ
て
既
に

久
し
い
。
著
し
い
平
均
寿
命
の
伸
び
と
死
亡
率
の
低
さ
は
一
般
に

歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
高
齢
者
の
み
が
異

常
に
増
加
す
る
社
会
の
将
来
は
決
し
て
明
る
い
も
の
で
な
い
こ
と

も
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
日
、
わ
が
宗
門
を
は
じ
め

多
く
の
伝
統
的
仏
教
教
団
は
、
人
口
過
密
の
都
市
部
を
中
心
と
し

て
青
少
年
層
に
教
化
の
対
象
を
転
じ
っ
つ
あ
る
が
、
信
徒
の
主
体

は
依
然
と
し
て
中
高
年
齢
層
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
い
な

が
ら
、
高
齢
者
に
対
す
る
教
化
の
方
策
も
確
立
せ
ず
、
長
年
の
慣

習
に
依
る
ば
か
り
で
工
夫
が
足
り
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ

う
。
近
い
将
来
、
全
人
類
を
通
じ
て
か
つ
て
な
く
、
ま
た
世
界
で

最
も
著
し
い
高
齢
社
会
を
迎
え
る
日
本
、
こ
れ
に
対
し
て
宗
門
と

し
て
、
ま
た
日
蓮
宗
教
師
と
し
て
い
か
な
る
教
化
を
展
開
す
る
べ

き
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
遅
さ
に
失
す
る
と
は
い
え
、
現
在
、

最
も
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

日
本
の
老
年
人
口
の
現
状
と
動
向

昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
現
在
、
わ
が
国
の
総
人
口
は
一
億
二

〇
二
四
万
人
で
、
そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る
老
年
人

口
は
二
九
六
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
総
人
口
に
対
す
る
老
年

人
口
の
比
率
は
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
今
年
(
昭
和
六
十
年
)
一
月
に

は
既
に
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
し
た
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日

本
で
は
一
〇
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

こ
こ
で
老
年
人
口
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
み
よ
う
。
図
表
の
と

190



老年人口・老年人口指数・老年人口の比率の推移

28,019 27,950

(昭和93年)

老年人口一一一一

19,943

老年人口指数10・647

葛ト

ト望.妙二・

5・3 4・84.74・9

27,118

37.137.3 (昭和117年)

35.5 へ

;、〉’ \、34.8

′吉3浩7
/

22.2 (昭和118年)

霜\生半I rl

20.9
ヽ‾ ‾、、

19.2
19.0

老年人口の比率

/’ll.6 (昭和59年)

牢\__
7・l

\9.9

(昭和59年)

昭
和
5
年

大
正
9
年

15 25 35 45 55 65 75 85 95105115125135145155

(1920) (’30) (,40) (’50) (’60) (’70) (-80) (,90) (2000) (,10) (,20) (,30) (,40) (,50) (,60) (,70) (,80)

30

20

資料 昭和55年までは総務庁(統計局) (注) 1老年人口 :65歳以上人口

「国勢調査」,昭和59年は総務庁(統計

局)推計(9月15日現在),将来推計は

厚生省(人口問題研究所)「日本の将来

人口新推計」(昭和56年11月 中位推計)

-19l一

2老年人口の比率: 65歳以上人口× 100

3老年人口指数・薄霧磐×100



お
り
、
戦
前
ま
で
の
増
加
は
綾
か
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
代

か
ら
急
増
し
始
め
、
今
後
も
ま
す
ま
す
増
え
続
け
る
。
推
計
に
よ

れ
ば
、
老
年
人
口
の
ピ
ー
ク
は
二
〇
一
八
年
で
、
以
後
は
減
少
に

転
じ
る
。
し
か
し
老
年
人
口
の
比
率
は
、
二
〇
二
〇
年
に
第
一
の

ピ
ー
ク

(
二
一
・
八
%
)

を
迎
え
て
一
度
減
少
す
る
も
の
の
、
二
〇

四
三
年
に
は
二
二
・
二
%
と
い
う
最
高
値
を
示
し
て
い
る
。
し
か

も
、
こ
の
間
に
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
中
で
も
高
齢
化
が
進
み
、

二
〇
二
五
年
に
は
七
十
五
歳
以
上
の
人
が
そ
の
半
数
を
占
め
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
日
本
の
状
況
を
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
み

る
と
、
高
齢
化
の
進
む
速
度
が
極
め
て
速
く
、
し
か
も
そ
の
程
度

が
高
い
と
い
う
点
に
特
色
が
あ
る
。
他
の
国
で
は
、
既
に
経
済
成

長
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
充
分
な
対
応
を
構
じ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
は
そ
の
対
応
に
遅
れ
、
し
か
も
経
済
的
に

低
成
長
期
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
こ
の
急
速
か
つ
高
度
の

高
齢
社
会
に
い
か
に
対
処
し
て
い
く
の
か
、
大
き
な
不
安
を
残
し

て
い
る
。

高
齢
化
社
会
と
は

人
口
の
高
齢
化
は
ほ
と
ん
ど
先
進
国
だ
け
に
起
こ
る
現
象
で
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途
上
国
で
は
、
老
年
人
口
の
比
率
が

四
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
。
一
般
に
高
齢
化
社
会
と
い
っ
て
も
、

そ
の
程
度
に
は
差
が
あ
る
。
学
問
的
に
は
、
人
口
構
造
が
老
化
し

始
め
て
老
年
人
口
の
比
率
が
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
た
社
会
を

「
高
齢
化
社
会
」
 
、
さ
ら
に
比
率
が
増
大
し
て
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
に
な
っ
た
社
会
を
「
高
齢
社
会
」

と
呼
ぶ
。
日
本
は
既
に
昭
和

四
十
五
年
に
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
今
後
十
年
余
り
で
高
齢
社
会

に
入
る
が
、
将
来
は
ま
さ
に
超
高
齢
社
会
で
あ
る
。

次
に
、
高
齢
化
社
会
の
起
こ
る
要
因
と
し
て
は
、
出
生
率
の
低

下
、
そ
し
て
死
亡
率
の
低
下
と
平
均
寿
命
の
伸
び
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
総
人
口
の
中
で
若
年
者
が
減
り
高
年
齢
者
が

増
え
る
た
め
、
人
口
が
急
速
に
老
化
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
産
業

構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
人
口
移
動
が
起
こ
る
と
、
都
市
部
よ

り
も
郡
部
、
農
村
地
区
な
ど
過
疎
地
域
に
お
い
て
著
し
い
人
口
高

齢
化
が
現
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
人
口
高
齢
化
が
引
き
起
こ
す
問
題
は
、

実
に
多
様
に
わ
た
っ
て
い
る
。
個
人
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
の
変
化
に
よ
っ
て
老
後
生
活
の
期
間
が
長
く
な
り
、
経
済

的
・
身
体
的
、
精
神
面
で
も
よ
り
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
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望
ま
れ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
習
慣
や
価
値
感
・
生
活
意

識
に
変
化
が
起
こ
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
新
し
い
対
応
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
。
ま
た
高
齢
者
を
支
え
る
側
に
し
て
も
、
そ
の
負
担
は

か
な
り
重
い
も
の
と
な
る
。
家
族
内
に
お
け
る
経
済
的
・
身
体
的

な
扶
養
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
保
障
(
年
金
・
医
療
・
福
祉
な
ど
)

の

面
か
ら
経
済
的
負
担
が
増
す
。
さ
ら
に
社
会
全
体
で
は
、
労
働
力

の
高
齢
化
か
ら
生
産
力
・
社
会
活
力
が
弱
ま
る
な
ど
、
大
き
な
社

会
問
題
を
引
き
起
こ
す
と
予
想
さ
れ
る
。

高
齢
者

(
老
人
・
老
後
)

の
意
識

前
述
の
問
題
解
決
へ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
政
府
の
施
策
や
民
間
の

対
応
な
ど
社
会
全
体
に
わ
た
る
様
々
な
対
策
と
と
も
に
、
今
後
の

高
齢
者
自
身
の
も
つ
意
識
と
実
行
し
て
い
く
努
力
に
大
き
な
比
重

が
存
す
る
。
も
と
も
と
「
老
人
」

「
高
齢
者
」
と
い
う
言
葉
は
、
数

値
に
よ
る
年
齢
的
な
定
義
が
曖
昧
で
、
日
本
で
も
昭
和
三
十
年
代

ま
で
は
六
十
歳
以
上
、
そ
し
て
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
六
十
五
歳
以

上
を
高
齢
者
(
老
人
)
と
呼
び
慣
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
近
(
昭

和
五
十
年
以
後
)
の
意
識
調
査
で
は
、
六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
へ
と

高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
老
人

(
老
後
生
活
)

と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
、
健
康
の
衰
え
・
身
体
の
不
自
由
な
ど
身
体
的
理
由
に
結
び
つ

い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
年
齢
で
は
あ
っ
て
も
自
ら
を
老
人

と
意
識
せ
ず
、
健
康
を
保
っ
て
社
会
の
第
一
線
に
活
躍
す
る
限
り
、

個
人
的
な
老
後
問
題
も
先
送
り
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
高
齢

者
の
こ
う
し
た
意
識
を
助
長
す
る
た
め
に
も
、
社
会
全
体
で
高
齢

者
の
経
済
・
身
体
・
精
神
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
性
を
助
け
、
さ
ら
に

高
め
る
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
も
強
く
望
ま
れ
る
。

高
齢
化
社
会
の
問
題
点

こ
こ
で
、
高
齢
化
社
会
の
問
題
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
高
齢

者
の
側
か
ら
み
る
と
、
精
神
・
身
体
・
家
族
・
経
済
・
就
業
と
い

う
五
つ
の
問
題
点
に
区
分
さ
れ
よ
う
。

①
精
神

高
齢
者
特
有
の
心
理
を
は
じ
め
、
生
き
が
い
・
信
仰
、

さ
ら
に
死
へ
の
対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
社
会
保
障
な
ど

の
制
度
が
い
か
に
整
っ
た
と
し
て
も
、
心
の
問
題
は
将
来
も

最
後
ま
で
残
る
で
あ
ろ
う
。
社
会
的
な
対
策
と
し
て
、
余
暇

活
動
や
地
域
・
社
会
的
活
動
な
ど
の
充
実
と
参
加
呼
び
か
け
、

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
趣
味
や
教
養
な
ど
の
学
習
体
験
の
場
づ

く
り
、
さ
ら
に
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
相
談
機
関
の
設
置
な

ど
が
必
要
と
な
る
。
こ
と
に
宗
教
団
体
や
宗
教
家
に
よ
る
取

り
組
み
が
最
も
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。
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②
身
体

健
康
の
維
持
と
病
気
へ
の
対
応
は
、
高
齢
者
を
め
ぐ

る
問
題
の
中
で
も
最
も
関
心
が
高
い
。
有
病
者
、
特
に
寝
た

き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者
へ
の
介
護
は
家
族
の
死
活
問
題
と
も

な
る
。
ま
た
社
会
的
に
は
医
療
や
保
健
そ
の
も
の
の
内
容
が

問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
医
療
制
度
の
仕
組
み
の
中
で
受
診
者

の
増
加
が
経
済
的
に
大
き
な
負
担
を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で

予
防
と
機
能
回
復

(
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
)

に
重
点
を
置

き
、
在
宅
の
ま
ま
で
治
療
看
護
が
受
け
ら
れ
る
医
療
シ
ス
テ

ム
が
望
ま
れ
る
。

③
家
族

こ
こ
に
は
住
宅
そ
の
も
の
の
在
り
方
か
ら
同
居
形
態
、

家
族
内
の
意
識
や
人
間
関
係
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
高
齢
者
に

と
っ
て
日
常
生
活
の
充
実
度
は
老
化
現
象
と
密
接
で
あ
り
、

家
族
と
の
関
係
が
そ
の
充
実
度
を
決
定
す
る
大
き
な
要
因
で

あ
る
。
近
年
、
三
世
代
同
居
と
い
う
日
本
の
伝
統
的
な
居
住

形
態
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
り
、
高
齢
者
の
単
身
ま
た
は
夫
婦
世

帯
が
増
え
て
い
る
。
高
齢
者
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
心
身
な
ど

個
人
的
問
題
か
ら
発
生
し
、
そ
れ
が

「
家
」

の
中
で
解
決
で

き
な
く
な
る
と
、
外
に
援
助
を
求
め
て
社
会
的
な
問
題
と
な

る
が
、
居
住
形
態
の
変
化
に
よ
っ
て
個
人
が
直
接
社
会
へ
援

助
を
求
め
る
例
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
都
市
部
な
ど
の

住
宅
事
情
が
高
齢
者
と
の
同
居
や
扶
養
を
困
難
に
さ
せ
、
こ

の
傾
向
を
助
長
し
て
い
る
。
個
人
の
住
宅
に
お
い
て
は
、
高

齢
者
に
適
し
た
居
住
条
件
の
整
備
、
社
会
的
施
設
で
は
、
介

助
つ
き
の
集
合
住
宅
や
個
人
の
居
住
性
を
尊
重
し
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
望
ま
れ
、
さ
ら
に
地
域
で
高
齢
者
が
暮
ら

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

「
ま
ち
づ
く
り
」

も
必
要
で
あ
る
。

④
経
済
、
⑤
就
業

こ
の
問
題
は
、
高
齢
者
の
生
活
を
実
質
的

に
支
え
る
収
入
を
中
心
に
、
健
康
や
生
き
が
い
な
ど
心
身
の

面
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
高
齢
者
が
意
識
的

に
老
化
せ
ず
労
働
に
従
事
し
て
収
入
を
得
て
い
る
段
階
で
は
、

労
働
条
件
・
定
年
制
・
再
就
職
な
ど
の
雇
用
問
題
、
特
に
雇

用
者
側
の
対
応
が
問
わ
れ
る
。
そ
し
て
仕
事
を
離
れ
た
後
に

は
、
収
入
は
年
金
・
恩
給
な
ど
の
社
会
保
障
が
中
心
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
安
定
し
た
老
後
を
側
面
か
ら
支
え
る
も
の
で
、
個

人
的
に
若
い
時
か
ら
生
活
設
計
を
し
て
心
が
け
ね
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
。

特
に
精
神
の
問
題
に
つ
い
て

最
近
の
高
齢
者
に
対
す
る
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
幸
福
感
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や
満
足
度
は
か
な
り
高
い
。
ま
た
悩
み
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
よ

り
、
持
た
な
い
人
の
方
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
傾
向
は
、
三
世
代
同
居
に
特
に
強
い
な
ど
同
居
形
態
に
よ
る
異

り
も
あ
る
が
、
全
体
を
諸
外
国
に
比
べ
る
と
著
し
い
特
色
で
あ
る
。

一
方
、
こ
こ
数
年
、
中
・
高
年
齢
層
の
自
殺
が
増
加
し
、
昭
和

五
十
九
年
に
は
自
殺
総
数
の
二
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

(
人
口
十
万
人

あ
た
り
の
自
殺
率
四
七
・
二
人
)

が
六
十
五
歳
以
上
で
、
年
代
別
の

最
高
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
高
齢
化
の
進
ん
で
い
る
諸

外
国
と
比
べ
て
も
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
る
。
自
殺
者
の
状
況
を

み
る
と
、
三
世
代
同
居
ま
た
は
農
山
村
地
区
に
多
い
。
前
述
の
幸

福
感
・
満
足
度
の
高
さ
が
果
し
て
本
物
で
あ
る
か
、
改
め
て
問
い

直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
諸
外
国
に
比
べ
る
と
、
日
本
の
高
齢
者
は
、
宗
教
に

つ
い
て
、
「
信
仰
な
し
」
と
答
え
る
者
が
極
め
て
多
い
。
ま
た
、
自

分
に
と
っ
て
「
大
切
な
も
の
」
「
生
き
が
い
」
と
し
て
信
仰
を
挙
げ

る
人
も
少
な
い
。
一
般
に
、
「
信
仰
的
な
心
」
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
は
諸
外
国
に
劣
ら
ず
強
い
が
、
特
定
の
信
仰
は
持
た
な
い
と
い

う
傾
向
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
困
っ
た
時
の
相
談
相
手
と
し
て

僧
侶
な
ど
宗
教
家
を
選
ぶ
人
も
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
ま
た
、
日

本
の
高
齢
者
は
宗
教
を
含
め
た
社
会
活
動
(
グ
ル
ー
プ
活
動
)

へ
の

参
加
に
消
極
的
で
、
実
に
四
割
の
人
は
全
く
参
加
し
て
い
な
い
。

特
に
宗
教
活
動
に
参
加
し
て
い
な
い
人
は
、
四
人
の
う
ち
三
人
を

数
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
み
て
も
、
寺
院
・
教
師
が
従
来
の
檀

信
徒
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
く
一
般
の
高
齢
者
に
働
き
か
け
て
、

そ
の
精
神
面
の
充
足
を
は
か
る
教
化
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。
信
仰
を
基
軸
と
し
た
社
会
的
活
動
や
学
習
活
動
、
さ
ら

に
高
齢
者
対
象
の
相
談
所
開
設
な
ど
、
そ
の
具
体
的
方
策
に
つ
い

て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
な
る
が
、
宗
門
各
聖
の
早
急
な
対
応
を

期
待
し
た
い
。

〔
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